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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年5月12日(2011.5.12)

【公表番号】特表2009-530447(P2009-530447A)
【公表日】平成21年8月27日(2009.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2009-034
【出願番号】特願2009-500678(P2009-500678)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  64/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/704    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/107    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  64/18    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/48    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/48    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/704   　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/107   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月23日(2010.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学式Ｉの化合物であって、
【化１】

　Ｌ１は、単結合－Ｃ（Ｏ）－Ｏ、－Ｃ（Ｏ）－、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２から成る群か
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ら選択される結合基であり、
　Ｒ１はＨ、ＯＨ、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ３－２０シクロアルキル、およびアリ－ルか
ら成る群から選択され、前記最後の３個の基が選択的に置換されていてもよく、その際、
アルキル、シクロアルキルまたはアリール基の炭素のうち１若しくはそれ以上が、Ｏ、Ｓ
、Ｎ、ＮＲ２またはＮ（Ｒ２）２で置換されていてもよく、またはＲ１が、生物活性剤で
あり、
　Ｒ２はＨまたはＣ１－６アルキルであり、
　ｖ及びｗは、互いに独立し、１～４から独立的に選択される整数であり、
　ｘは１０～３００の整数であり、
　ｙは５～２００の整数であり、
　ｚは０～１００の整数であり、
　アリール基は、単環または多縮合環を持つ炭素原子を６～１４個含む単環式または二環
式芳香族であり、更に、前記選択的な置換基は、ハロ、ＯＨ、ＯＣ１－６アルキル、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルケニルオキシ（ａｌｋｅｎｙｌｏｘｙ
）、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、Ｎ（Ｃ１－６アルキル）（Ｃ１－６アルキル）
、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ（Ｏ）Ｃ１－６アルキル、Ｃ（Ｏ）ＯＣ１－６アルキル、ＳＯ２Ｃ１

－６アルキル、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＣ１－６アルキル、フェニル、およびＣ１－６

アルキレンフェニルからなる群から選択されるものである、化合物。
【請求項２】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｌ１は、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－または－Ｃ（Ｏ
）-である。
【請求項３】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｒ１は、Ｃ１－６アルキル、Ｃ３－８シク
ロアルキル、アリール基、および生物活性剤から成る群から選択され、前記アルキル、シ
クロアルキルまたはアリール基の炭素のうち１若しくはそれ以上が、選択的にＯ、Ｓ、ま
たはＮで置換されていてもよいものである。
【請求項４】
　請求項１に記載の化学式Ｉの化合物において、前記選択的な置換基は、ハロ、ＯＨ、Ｏ
Ｃ１－４アルキル、Ｃ１－４アルキル、Ｃ２－４アルケニル、Ｃ２－４アルケニルオキシ
、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１－４アルキル）、Ｎ（Ｃ１－４アルキル）（Ｃ１－４アルキル）、
ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ（Ｏ）Ｃ１－４アルキル、Ｃ（Ｏ）ＯＣ１－４ルキル、ＳＯ２Ｃ１－４

アルキル、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＣ１－４アルキル、フェニル、およびＣ１－４アル
キレンフェニルからなる群から選択されるものである。
【請求項５】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｖ及びｗは、互いに独立して２または３で
ある。
【請求項６】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｖ及びｗは、同じものである。
【請求項７】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｘは、５０～２００の整数である。
【請求項８】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｘは、１００～１５０の整数である。
【請求項９】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｙは、５～１００の整数である。
【請求項１０】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｙは、５～５０の整数である。
【請求項１１】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｙは、１０～２０の整数である。
【請求項１２】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｚは、０～８０の整数である。
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【請求項１３】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、ｚは、０～４０の整数である。
【請求項１４】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｒ１は、生物活性剤である。
【請求項１５】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｒ１は、ドキソルビシン（ｄｏｘｏｒｕｂ
ｉｃｉｎ：ＤＯＸ）、アンフォテリシンＢ（ａｍｐｈｏｔｅｒｉｃｉｎ　Ｂ）、メトトレ
キサート（ｍｅｔｈｏｔｒｅｘａｔｅ）、シスプラチン（ｃｉｓｐｌａｔｉｎ）、パクリ
タクセル（ｐａｃｌｉｔａｘｅｌ）、エトポシド（ｅｔｏｐｏｓｉｄｅ）、シクロスポリ
ンＡ（ｃｙｃｌｏｓｐｏｒｉｎｅ　Ａ）、ＰＳＣ８３３、アミオダロン（ａｍｉｏｄａｒ
ｏｎｅ）、ラパマイシン（ｒａｐａｍｙｃｉｎｅ）、カンプトセシン（ｃａｍｐｔｏｔｈ
ｅｃｉｎ）コレステロール（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）およびエルゴステロール、デクサ
メタゾーン（ｄｅｘａｍｅｔｈａｓｏｎｅ）、プレドニゾン（ｐｒｅｄｎｉｓｏｎｅ）、
コルチゾール（ｃｏｒｔｉｓｏｌ）、テストステロン（ｔｅｓｔｏｓｔｅｒｏｎｅ）、エ
ストロゲンズ（ｅｓｔｒｏｇｅｎｓ）、プロゲスチンズ（ｐｒｏｇｅｓｔｉｎｓ）、デュ
ロモスタロン（ｄｒｏｍｏｓｔａｎｏｌｏｎｅ）、テストラクトン（ｔｅｓｔｏｌａｃｔ
ｏｎｅ）、ヂエチルシルベストロ－ル（ｄｉｅｔｈｅｌｓｔｉｌｂｅｓｔｒｏｌ）、エチ
ニルエストラジオール（ｅｔｈｉｎｙｌ　ｅｓｔｒａｄｉｏｌ）、ブデソニド（ｂｕｄｅ
ｓｏｎｉｄｅ）、ベクロメタソン（ｂｅｃｌｏｍｅｔａｓｏｎｅ）およびビタミンＤから
成る群から選択される生物活性剤である。
【請求項１６】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｒ１は、ドキソルビシンである。
【請求項１７】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｒ１は、シクロスポリンである。
【請求項１８】
　請求項１記載の化学式Ｉの化合物において、Ｒ１は、コレステロールである。
【請求項１９】
　請求項１～１３の何れかに記載の化学式Ｉの化合物と生物活性剤とを含む組成物であっ
て、前記化学式Ｉの化合物は、前記生物活性剤の周囲にミセルを形成するものである、組
成物。
【請求項２０】
　請求項１９記載の組成物であって、前記化学式Ｉの化合物は、化学結合、静電気的結合
、物理的なカプセル化、またはこれ等の任意の組み合わせによって、前記生物活性剤の周
囲にミセルを形成するものである。
【請求項２１】
　請求項１９記載の組成物において、前記生物活性剤は、ＤＮＡ、ＲＮＡ、オリゴヌクレ
オチド、タンパク質、ペプチドおよび薬物から成る群から選択されるものである。
【請求項２２】
　請求項１９記載の組成物において、前記生物活性剤は、ＤＮＡ、タンパク質、および薬
物から成る群から選択されるものである。
【請求項２３】
　請求項１９記載の組成物において、前記生物活性剤は、ドキソルビシン（ＤＯＸ）、ア
ンフォテリシンＢ（ａｍｐｈｏｔｅｒｉｃｉｎ　Ｂ）、メトトレキサート（ｍｅｔｈｏｔ
ｒｅｘａｔｅ）、シスプラチン（ｃｉｓｐｌａｔｉｎ）、パクリタクセル（ｐａｃｌｉｔ
ａｘｅｌ）、エトポシド（ｅｔｏｐｏｓｉｄｅ）、シクロスポリンＡ（ｃｙｃｌｏｓｐｏ
ｒｉｎｅ　Ａ）、ＰＳＣ８３３、アミオダロン（ａｍｉｏｄａｒｏｎｅ）、ラパマイシン
（ｒａｐａｍｙｃｉｎｅ）、カンプトセシン（ｃａｍｐｔｏｔｈｅｃｉｎ）コレステロー
ル（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）およびエルゴステロール、デクサメタゾーン（ｄｅｘａｍ
ｅｔｈａｓｏｎｅ）、プレドニゾン（ｐｒｅｄｎｉｓｏｎｅ）、コルチゾール（ｃｏｒｔ
ｉｓｏｌ）、テストステロン（ｔｅｓｔｏｓｔｅｒｏｎｅ）、エストロゲンズ（ｅｓｔｒ
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ｏｇｅｎｓ）、プロゲスチンズ（ｐｒｏｇｅｓｔｉｎｓ）、デュロモスタロン（ｄｒｏｍ
ｏｓｔａｎｏｌｏｎｅ）、テストラクトン（ｔｅｓｔｏｌａｃｔｏｎｅ）、ヂエチルシル
ベストロ－ル（ｄｉｅｔｈｅｌｓｔｉｌｂｅｓｔｒｏｌ）、エチニルエストラジオール（
ｅｔｈｉｎｙｌ　ｅｓｔｒａｄｉｏｌ）、ブデソニド（ｂｕｄｅｓｏｎｉｄｅ）、ベクロ
メタソン（ｂｅｃｌｏｍｅｔａｓｏｎｅ）およびビタミンＤから成る群から選択される薬
物である。
【請求項２４】
　請求項２３記載の組成物において、前記薬物は、ドキソルビシン（ＤＯＸ）、コレステ
ロール、およびシクロスポリンから選択されるものである。
【請求項２５】
　請求項２３記載の組成物において、前記薬物は、ドキソルビシン（ＤＯＸ）である。
【請求項２６】
　化学式ＩＩの化合物であって、
【化２】

　Ｌ１は、単結合－Ｃ（Ｏ）－（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２から成
る群から選択される結合基であり、
　Ｒ１はＨ、ＯＨ，Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ３－２０シクロアルキルおよびアリ－ル基
から成る群から選択され、前記最後の３個の基は選択的に置換されていてもよく、その際
、アルキル、シクロアルキルまたはアリール基の炭素のうち１若しくはそれ以上が、Ｏ、
Ｓ、Ｎ、ＮＲ２またはＮ（Ｒ２）２で置換されていてもよいものであり、
　Ｒ２はＨまたはＣ１－６アルキルであり、
　ｖは１～４の整数であり、
　ここでアリール基は、単環または多縮合環を持つ炭素原子を６～１４個含む単環式また
は二環式芳香族であり、また、前記選択的な置換基は、ハロ、ＯＨ、ＯＣ１－６アルキル
、Ｃ１－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルケニルオキシ（ａｌｋｅｎｙｌ
ｏｘｙ）、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１－６アルキル）、Ｎ（Ｃ１－６アルキル）（Ｃ１－６アル
キル）、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ（Ｏ）Ｃ１－６アルキル、Ｃ（Ｏ）ＯＣ１－６アルキル、ＳＯ

２Ｃ１－６アルキル、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＣ１－６アルキル、フェニル、およびＣ

１－６アルキレンフェニルからなる群から選択される、化合物。
【請求項２７】
　請求項２６記載の化学式ＩＩの化合物において、Ｖは１であり、Ｌ１は－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－であり、Ｒ１はベンジルである。
【請求項２８】
　請求項２６記載の化学式ＩＩの化合物において、Ｖは１であり、Ｌ１は－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－であり、Ｒ１はα－コレストリルである。
【請求項２９】
　請求項２６記載の化学式ＩＩの化合物において、Ｖは１であり、Ｌ１は－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－であり、Ｒ１は水素である。
【請求項３０】
　対象に生物活性剤を送達する薬剤を調整するための、有効量の前記生物活性剤の周囲に
ミセルを形成する請求項１記載の化学式Ｉの化合物の使用。
【請求項３１】
　請求項３０記載の使用において、前記生物活性剤は、ＤＮＡ、ＲＮＡ、オリゴヌクレオ
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チド、タンパク質、ペプチド、および薬物から成る群から選択されるものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明者も、以前、脂肪族系薬物、アンフォテリシンＢ（ＡｍＢ）をカプセル化するの
にコア中に飽和脂肪酸エステル類を持つＰＥＯ－ｂ－ＰＬＡＡに基づくミセルのシステム
を調製した。このものがＡｍＢ放出速度を有効に保持できるように、ミセルのコアを化学
的に微調整した（参照、Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ　Ａ，　Ｓａｍｕｅｌ　Ｊ，　Ｋｗｏｎ
　ＧＳ：　ポリ（エチレンオキサイド）－ブロック－ポリ（Ｎ－アルキルステアレートＬ
－アスパルトアミド（ａｓｐａｒｔａｍｉｄｅ））のミセル：　薬物送達用リポタンパク
質の合成類似体（Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ　Ａ，　Ｓａｍｕｅｌ　Ｊ，　Ｋｗｏｎ　ＧＳ
：　Ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ｏｆ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂｌｏｃｋ
－ｐｏｌｙ（Ｎ－ａｌｋｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ　Ｌ－ａｓｐａｒｔａｍｉｄｅ）：　ｓ
ｙｎｔｈｅｔｉｃ　ａｎａｌｏｇｕｅｓ　ｏｆ　ｌｉｐｏｐｒｏｔｅｉｎｓ　ｆｏｒ　ｄ
ｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ．　Ｊ　Ｂｉｏｍｅｄ　Ｍａｔｅｒ　Ｒｅｓ　（２０００））
。理論によって限定されるのを望まないが、例えば、エステル結合のようなより加水分解
性結合の生成によって、薬物放出特性が十分なミセルを生成するのに、ミセル生成ブロッ
ク共重合体－薬物複合体が使用できそうであると思われる。この手法を利用してＰＥＯ－
ｂ－ＰＬＡＡにメトトレキサート（ＭＴＸ）を付加させた。ＭＴＸの付加量で重合体ミセ
ルの安定性および薬物放出速度を規制するものである。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
【特許文献１】米国特許第３，６７０，０４５号明細書
【特許文献２】国際公開第２００６／００２３６５号パンフレット
【特許文献３】国際公開第１９９９／５５７６２号パンフレット
【非特許文献１】Ｍａｔｓｕｍｕｒａ，　Ｙ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｈａｓｅ　Ｉ　ｃｌ
ｉｎｉｃａｌ　ｔｒｉａｌ　ａｎｄ　ｐｈａｒｍａｃｏｋｉｎｅｔｉｃ　ｅｖａｌｕａｔ
ｉｏｎ　ｏｆ　ＮＫ９１１，　ａ　ｍｉｃｅｌｌｅ－ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ　ｄｏｘ
ｏｒｕｂｉｃｉｎ．　Ｂｒ　Ｊ　Ｃａｎｃｅｒ．　２００４．　Ｖｏｌ．　９１（１０）
，　ｐｐ．　１７７５－８１．
【非特許文献２】Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ，　Ａ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｍｉｃｅｌｌｅｓ
　ｏｆ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂｌｏｃｋ－ｐｏｌｙ（Ｎ－ａｌ
ｋｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ　Ｌ－ａｓｐａｒｔａｍｉｄｅ）：　ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　ａ
ｎａｌｏｇｕｅｓ　ｏｆ　ｌｉｐｏｐｒｏｔｅｉｎｓ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅ
ｒｙ．　Ｊ　Ｂｉｏｍｅｄ　Ｍａｔｅｒ　Ｒｅｓ．　２０００．　Ｖｏｌ．　５２（４）
，　ｐｐ．　８３１－５．
【非特許文献３】Ｔｒｏｌｌｓａｓ，　Ｍ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｃ
　ａｌｉｐｈａｔｉｃ　ｐｏｌｙｅｓｔｅｒｓ：　ｄｅｓｉｇｎ，　ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ
，　ａｎｄ　ｒｉｎｇ－ｏｐｅｎｉｎｇ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎａｌ　ｃｙｃｌｉｃ　ｅｓｔｅｒｓ．　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ．　２
０００．　Ｖｏｌ．　３３，　ｐｐ．　４６１９－２７．
【非特許文献４】Ｎａｋａｎｉｓｈｉ，　Ｔ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ
ｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｐｏｌｙｍｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ　
ｆｏｒ　ｄｏｘｏｒｕｂｉｃｉｎ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　２００１
．　Ｖｏｌ．　７４（１－３），　ｐｐ．　２９５－３０２
【非特許文献５】Ｙｏｋｏｙａｍａ，　Ｍ．，　Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｏ
ｆ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｅｎｔｒａｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｃｏｎｊｕ
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ｇａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａｄｒｉａｍｙｃｉｎ　ｉｎ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ　ｍｉｃｅｌｌ
ｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅｉｒ　ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏｒ　ｉｎ　ｖｉｖｏ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ
　ｔｏ　ａ　ｓｏｌｉｄ　ｔｕｍｏｒ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　１９
９８．　Ｖｏｌ．　５０（１－３），　ｐｐ．　７９－９２
【非特許文献６】Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ，　Ａ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｂｌｏｃｋ　ｃｏ
ｐｏｌｙｍｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ　ａ
ｎｄ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｏｆ　ａｍｐｈｏｔｅｒｉｃｉｎ　Ｂ．　Ｐｈａｒｍ　Ｒｅｓ
．　２００２．　Ｖｏｌ．　１９（４），　ｐｐ．　４１８－２２
【非特許文献７】Ｌｉ，　Ｙ．　ａｎｄ　Ｋｗｏｎ，　Ｇ．Ｓ．　Ｍｅｔｈｏｔｒｅｘａ
ｔｅ　ｅｓｔｅｒｓ　ｏｆ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂｌｏｃｋ－
ｐｏｌｙ（２－ｈｙｄｒｏｘｙｅｔｈｙｌ－Ｌ－ａｓｐａｒｔａｍｉｄｅ）．　Ｐａｒｔ
　Ｉ：　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｌｅｖｅｌ　ｏｆ　ｍｅｔｈｏｔｒｅｘａｔｅ
　ｃｏｎｊｕｇａｔｉｏｎ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　ｍｉｃｅｌｌｅ
ｓ　ａｎ　ｏｎ　ｄｒｕｇ　ｒｅｌｅａｓｅ．　Ｐｈａｒｍ　Ｒｅｓ．　２０００．　Ｖ
ｏｌ．　１７（５），　ｐｐ．　６０７－１１．
【非特許文献８】Ｎｉｓｈｉｙａｍａ，　Ｎ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｃｉｓｐｌａｔｉｎ－
ｌｏａｄｅｄ　ｐｏｌｙｍｅｒ－ｍｅｔａｌ　ｃｏｍｐｌｅｘ　ｍｉｃｅｌｌｅ　ｗｉｔ
ｈ　ｔｉｍｅ－ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　ｄｅｃａｙｉｎｇ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ　ａｓ　ａ　
ｎｏｖｅｌ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｓｙｓｔｅｍ．　Ｐｈａｒｍ　Ｒｅｓ．　２
００１．　Ｖｏｌ．　１８（７），　ｐｐ．　１０３５－４１．
【非特許文献９】Ｙｏｋｏｙａｍａ，　Ｍ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ｗａｔｅｒ－ｉｎｓｏｌｕｂｌｅ　ａｎｔｉｃａｎｃｅｒ　ｄｒｕｇ　ｉｎ
ｔｏ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　ｔｈｅ
ｉｒ　ｐａｒｔｉｃｌｅ　ｓｉｚｅ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　１９９
８．　Ｖｏｌ．　５５（２－３），　ｐｐ．　２１９－２９．
【非特許文献１０】Ａｌｉａｂａｄｉ，　Ｈ．Ｍ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｏｌｙｍｅｒｉ
ｃ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｓｏｌｕｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｄｅ
ｌｉｖｅｒｙ　ｏｆ　ｃｙｃｌｏｓｐｏｒｉｎｅ　Ａ：　ｐｈａｒｍａｃｏｋｉｎｅｔｉ
ｃｓ　ａｎｄ　ｂｉｏｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ．　Ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌｓ．　２０
０５．　Ｖｏｌ．
【非特許文献１１】Ａｌｉａｂａｄｉ，　Ｈ．Ｍ．，　ｅｔ　ａｌ．，　Ｍｉｃｅｌｌｅ
ｓ　ｏｆ　ｍｅｔｈｏｘｙ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂ－ｐｏｌｙ
（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ａｓ　ｖｅｈｉｃｌｅｓ　ｆｏｒ　ｔ
ｈｅ　ｓｏｌｕｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｄｅｌｉｖｅｒ
ｙ　ｏｆ　ｃｙｃｌｏｓｐｏｒｉｎｅ　Ａ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　
２００５．　Ｖｏｌ．　１０４（２），　ｐｐ．　３０１－１１．
【非特許文献１２】Ａｌｌｅｎ，　Ｃ．，　ｅｔ　ａｌ．　ＰＣＬ－ｂ－ＰＥＯ　ｍｉｃ
ｅｌｌｅｓ　ａｓ　ａ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｖｅｈｉｃｌｅ　ｆｏｒ　ＦＫ５０６：　Ａ
ｓｓｅｓｓｍｅｎｔ　ｏｆ　ａ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｒｅｃｏｖｅｒｙ　ｏｆ　ｃｒ
ｕｓｈｅｄ　ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　ｎｅｒｖｅ．　Ｄｒｕｇ　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ．　２
０００．　Ｖｏｌ．　７（３），　ｐｐ．　１３９－４５．
【非特許文献１３】Ａｌｌｅｎ，　Ｃ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｏｌｙｃａｐｒｏｌａｃｔ
ｏｎｅ－ｂ－ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ　ｍｉｃ
ｅｌｌｅｓ　ａｓ　ａ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｖｅｈｉｃｌｅ　ｆｏｒ　ｄｉｈｙｄｒｏｔ
ｅｓｔｏｓｔｅｒｏｎｅ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　２０００．　Ｖｏ
ｌ．　６３（３），　ｐｐ．　２７５－８６．
【非特許文献１４】Ａｌｌｅｎ，　Ｃ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｏｌｙｃａｐｒｏｌａｃｔ
ｏｎｅ－ｂ－ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍ
ｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ａｓ　ａ　ｎｏｖｅｌ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｖｅｈ
ｉｃｌｅ　ｆｏｒ　ｎｅｕｒｏｔｒｏｐｈｉｃ　ａｇｅｎｔｓ　ＦＫ５０６　ａｎｄ　Ｌ
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－６８５，８１８．　Ｂｉｃｏｎｊｕｇａｔｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ．　１９９８．　Ｖ
ｏｌ．　９（５），　ｐｐ．　５６４－７２．
【非特許文献１５】Ｆｏｒｒｅｓｔ，　Ｍ．Ｌ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｉｎ　ｖｉｔｒｏ　
ｒｅｌｅａｓｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍＴＯＲ　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒ　ｒａｐａｍｙｃｉｎ　
ｆｒｏｍ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）－ｂ－ｐｏｌｙ（ｅｐｓｉｌｏ
ｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ｍｉｃｅｌｌｅｓ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅ
ａｓｅ．　２００６．　Ｖｏｌ．　１１０（２），　ｐｐ．　３７０－７．
【非特許文献１６】Ｋｉｍ，　Ｓ．Ｙ．　ａｎｄ　Ｌｅｅ，　Ｙ．Ｍ．　Ｔａｘｏｌ－ｌ
ｏａｄｅｄ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ　ｎａｎｏｓｐｈｅｒｅｓ　ｃｏｍｐｏｓ
ｅｄ　ｏｆ　ｍｅｔｈｏｘｙ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）　ａｎｄ　
ｐｏｌｙ（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ａｓ　ｎｏｖｅｌ　ａｎｔｉ
ｃａｎｃｅｒ　ｄｒｕｇ　ｃａｒｒｉｅｒｓ．　Ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌｓ．　２００１
．　Ｖｏｌ．　２２（１３），　ｐｐ．　１６９７－７０４．
【非特許文献１７】Ｋｉｍ，　Ｓ．Ｙ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｉｎｄｏｍｅｔｈａｃｉｎ－
ｌｏａｄｅｄ　ｍｅｔｈｏｘｙ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）／ｐｏｌ
ｙ（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ｄｉｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅ
ｒｉｃ　ｎａｎｏｓｐｈｅｒｅ：　ｐｈａｒｍａｃｏｋｉｎｅｔｉｃ　ｃｈａｒａｃｔｅ
ｒｉｓｔｉｃｓ　ｏｆ　ｉｎｄｏｍｅｔｈａｃｉｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｎｏｒｍａｌ　Ｓｐ
ｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙ　ｒａｔｓ．　Ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌｓ．　２００１．　Ｖ
ｏｌ．　２２（１４），　ｐｐ．　２０４９－５６．
【非特許文献１８】Ｓｈｉ，　Ｂ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｓｔｅａｌｔｈ　ＭｅＰＥＧ－Ｐ
ＣＬ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ：　ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　ｐｏｌｙｍｅｒ　ｃｏｍｐｏｓｉｔ
ｉｏｎ　ｏｎ　ｍｉｃｅｌｌｅ　ｐｈｙｓｉｃｏｃｈｅｍｉｃａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ
ｉｓｔｉｃｓ，　ｉｎ　ｖｉｔｒｏ　ｄｒｕｇ　ｒｅｌｅａｓｅ，　ｉｎ　ｖｉｖｏ　ｐ
ｈａｒｍａｃｏｋｉｎｅｔｉｃｓ　ｉｎ　ｒａｔｓ　ａｎｄ　ｂｉｏｄｉｓｔｒｉｂｕｔ
ｉｏｎ　ｉｎ　Ｓ－１８０　ｔｕｍｏｒ　ｂｅａｒｉｎｇ　ｍｉｃｅ．　　Ｃｏｌｌｏｉ
ｄ　ａｎｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ．　２００５．　Ｖｏｌ．　２８３（９）
，　ｐｐ．　９５４－６７．
【非特許文献１９】Ｂａｔａｌｉｎｉ，　Ｃ．　ａｎｄ　Ｂｉｅｂｅｒ，　Ｌ．Ｗ．　Ｍ
ｏｄｅｌ　ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｎａｔ
ｕｒａｌ　ｍｅｒｏｔｅｒｐｅｎｏｉｄ　ｃｏｒｄｉａｑｕｉｎｏｎｅ　Ａ．　Ｅｃｌｅ
ｔｉｃａ　Ｑｕｉｍｉｃａ．　２００１．　Ｖｏｌ．　２６，　ｐｐ．　６９－７６．
【非特許文献２０】Ｍａｈｍｕｄ，　Ａ．　ａｎｄ　Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ，　Ａ．　
Ｔｈｅ　ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　
ｏｎ　ｔｈｅ　ｉｎｔｅｒｎａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ　ｍｉｃｅ
ｌｌｅｓ　ｂｙ　ｈｕｍａｎ　ｂｒｅａｓｔ　ｃａｎｃｅｒ　ｃｅｌｌｓ．　Ｃｏｌｌｏ
ｉｄｓ　Ｓｕｒｆ　Ｂ　Ｂｉｏｉｎｔｅｒｆａｃｅｓ．　２００５．　Ｖｏｌ．　４５（
２），　ｐｐ．　８２－９．
【非特許文献２１】Ｙｕａｎ，　Ｍ．Ｌ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ｌａｃｔａｔｅｓ　ａｎｄ　ｌａｃｔｏｎｅｓ．　１０．　Ｓｙｎｔｈｅｓ
ｉｓ，　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ，　ａｎｄ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ
　ａｍｉｎｏ－ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）－
ｃｏ－ｐｏｌｙ（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏ
ｌｙｍｅｒ．　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ．　２０００．　Ｖｏｌ．　３３（５），
　ｐｐ．　１６１３－７．
【非特許文献２２】Ｋｉｍｕｒａ，　Ｙ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｒｉｎｇ－ｏｐｅｎｉｎｇ
　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　３（Ｓ）－［ｂｅｎｚｙｌｏｘｙｃａｒｂｏｎ
ｙｌ）ｍｅｔｈｙｌ］－１，４－ｄｉｏｘａｎｅ－２，５－ｄｉｏｎｅ－ａ　ｎｅｗ　ｒ
ｏｕｔｅ　ｔｏ　ａ　ｐｏｌｙ（ａｌｐｈａ－ｈｙｄｒｏｘｙ　ａｃｉｄ）　ｗｉｔｈ　
ｐｅｎｄａｎｔ　ｃａｒｂｏｘｙｌ　ｇｒｏｕｐｓ．　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ．
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　１９８８．　Ｖｏｌ．　２１（１１），　ｐｐ．　３３３８－４０．
【非特許文献２３】Ｌｅｅ，　Ｊ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ａ
ｎｄ　ｒｅｌｅａｓｅ　ｂｅｈａｖｉｏｒ　ｏｆ　ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ　ｄｒｕｇ　
ｉｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌｉｚｅｄ　ｐｏｌｙ（Ｄ，Ｌ－ｌａｃｔｉｄｅ）－ｂｌｏｃ
ｋ－ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）　ｍｉｃｅｌｌｅｓ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　２００４．　Ｖｏｌ．　９４（２－３），　ｐｐ．　３２３－
３５．
【非特許文献２４】Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ，　Ａ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｔｈｅ　ｅｆｆ
ｅｃｔ　ｏｆ　ａｌｋｙｌ　ｃｏｒｅ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｏｎ　ｍｉｃｅｌｌａｒ　
ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂｌｏｃｋ
－ｐｏｌｙ（Ｌ－ａｓｐａｒｔａｍｉｄｅ）　ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅｓ．　Ｃｏｌｌｏｉ
ｄｓ　Ｓｕｒｆ　Ｂ　Ｂｉｏｉｎｔｅｒｆａｃｅｓ．　２００１．　Ｖｏｌ．　２２（２
），　ｐｐ．　１１５－２６．
【非特許文献２５】Ｋａｔａｏｋａ，　Ｋ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌ
ｙｍｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ：　ｄｅｓｉｇｎ，
　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ｓｉｇｎｉｆｉ
ｃａｎｃｅ．　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｄｒｕｇ　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ．　２
００１．　Ｖｏｌ．　４７（１），　ｐｐ．　１１３－３１．
【非特許文献２６】Ｋｗｏｎ，　Ｇ．Ｓ．　ａｎｄ　Ｋａｔａｏｋａ，　Ｋ．　Ｂｌｏｃ
ｋ－ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ａｓ　ｌｏｎｇ－ｃｉｒｃｕｌａｔｉｎｇ
　ｄｒｕｇ　ｖｅｈｉｃｌｅｓ．　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｄｒｕｇ　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　Ｒ
ｅｖｉｅｗｓ．　１９９５．　Ｖｏｌ．　１６（２－３），　ｐｐ．　２９５－３０９．
【非特許文献２７】Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ，　Ａ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｏｌｙ（ｅｔ
ｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂｌｏｃｋ－ｐｏｌｙ（Ｌ－ａｍｉｎｏ　ａｃｉｄ）　ｍ
ｉｃｅｌｌｅｓ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ．　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｄｒｕｇ
　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ．　２００２．　Ｖｏｌ．　５４（２），　ｐｐ．
　１６９－９０．
【非特許文献２８】Ａｌｉａｂａｄｉ，　Ｈ．Ｍ．　ａｎｄ　Ｌａｖａｓａｎｉｆａｒ，
　Ａ．　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒ．
　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｏｐｉｎ　Ｄｒｕｇ　Ｄｅｌｉｖ．　２００６．　Ｖｏｌ．　３（１）
，　ｐｐ．　１３９－６２．
【非特許文献２９】Ｓｈｕａｉ，　Ｘ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｍｉｃｅｌｌａｒ　ｃａｒｒ
ｉｅｒｓ　ｂａｓｅｄ　ｏｎ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｏｆ　ｐｏｌｙ（ｅ
ｐｓｉｌｏｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ａｎｄ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇ
ｌｙｃｏｌ）　ｆｏｒ　ｄｏｘｏｒｕｂｉｃｉｎ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　２００４．　Ｖｏｌ．　９８（３），　ｐｐ．　４１５－２６
．
【非特許文献３０】Ｓｈｕａｉ，　Ｘ，　ｅｔ　ａｌ．　Ｃｏｒｅ－ｃｒｏｓｓ－ｌｉｎ
ｋｅｄ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ａｓ　ｐａｃｌｉｔａｘｅｌ　ｃａｒ
ｒｉｅｒｓ．　Ｂｉｏｃｏｎｊｕｇ　Ｃｈｅｍ．　２００４．　Ｖｏｌ．　１５（３），
　ｐｐ．　４４１－８．
【非特許文献３１】Ｋｗｏｎ，　Ｇ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅ
ｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ：　ｌｏａｄｉｎｇ　ａｎ
ｄ　ｒｅｌｅａｓｅ　ｏｆ　ｄｏｘｏｒｕｂｉｃｉｎ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅ
ａｓｅ．　１９９７．　Ｖｏｌ．　４８，　ｐｐ．　１９５－２０１．
【非特許文献３２】Ｓａｎｔ，　Ｖ．Ｐ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｎｏｖｅｌ　ｐＨ－ｓｅｎ
ｓｉｔｉｖｅ　ｓｕｐｒａｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ａｓｓｅｍｂｌｉｅｓ　ｆｏｒ　ｏｒａ
ｌ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｏｆ　ｐｏｏｒｌｙ　ｗａｔｅｒ　ｓｏｌｕｂｌｅ　ｄｒｕｇｓ
：　ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ．　Ｊ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　２００４．　Ｖｏｌ．　９７（２），　ｐｐ．　３０１
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－１２．
【非特許文献３３】Ｐｏｎｓａｒｔ，　Ｓ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ａ　ｎｏｖｅｌ　ｒｏｕ
ｔｅ　ｔｏ　ｐｏｌｙ（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）－ｂａｓｅｄ　ｃ
ｏｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｖｉａ　ａｎｉｏｎｉｃ　ｄｅｒｉｖａｔｉｚａｔｉｏｎ．　Ｂｉ
ｏｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ．　２０００．　Ｖｏｌ．　１（２），　ｐｐ．　２７
５－８１．
【非特許文献３４】Ｇｉｍｅｎｅｚ，　Ｓ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ，　
ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ａｎｄ　ｉｎ　ｖｉｔｒｏ　ｄｅｇｒａｄａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃ
ａｒｂｏｘｙｌ－ｂｅａｒｉｎｇ　ＰＣＬ．　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｂｉｏａｃｔｉｖ
ｅ　ａｎ　Ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ．　２００１．　Ｖｏｌ．　１６（
１），　ｐｐ．　３２－４６．
【非特許文献３５】Ｌｏｕ，　Ｘ．Ｄ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｎｏｖｅｌ　ａｌｉｐｈａｔ
ｉｃ　ｐｏｌｙｅｓｔｅｒｓ　ｂａｓｅｄ　ｏｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｃｙｃｌｉｃ
　（ｄｉ）ｅｓｔｅｒｓ．　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｒａｐｉｄ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ．　２００３．　Ｖｏｌ．　２４（２），　ｐｐ．　１６１－７２．
【非特許文献３６】Ｗａｎｇ，　Ｘ．Ｌ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ａｎ
ｄ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｎｏｖｅｌ　ａｌｉｐｈａｔｉｃ　ｐｏ
ｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ．　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ
　Ｐａｒｔ　Ａ－Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ．　２００２．　Ｖｏｌ．　４０
（１），　ｐｐ．　７０－５．
【非特許文献３７】Ｙａｓｕｇｉ，　Ｋ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ　
ａｎｄ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｐｏｌｙｍｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ
　ｆｒｏｍ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ）－ｐｏｌｙ（Ｄ，Ｌ－ｌａｃ
ｔｉｄｅ）　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒｓ　ａｓ　ｐｏｔｅｎｔｉａｌ　ｄｒｕｇ
　ｃａｒｒｉｅｒ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　１９９９．　Ｖｏｌ．　
６２（１－２），　ｐｐ．　８９－１００．
【非特許文献３８】Ｎａｇａｒａｊａｎ，　Ｒ．　ａｎｄ　Ｇａｎｅｓｈ，　Ｋ．　Ｂｌ
ｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ　ｓｅｌｆ－ａｓｓｅｍｂｌｙ　ｉｎ　ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ
　ｓｏｌｖｅｎｔｓ－ｔｈｅｏｒｙ　ｏｆ　ｓｏｌｕｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｓｐ
ｈｅｒｉｃａｌ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ．　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ．　１９８９．　
Ｖｏｌ．　２２（１１），　ｐｐ．　４３１２－２５．
【非特許文献３９】Ｇｅｏｒｇｅｓ，　Ｊ．　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅ
ｎｃｅ　ｉｎ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ａｎｄ　ｍｉｃｒｏｅｍｕｌｓｉｏｎｓ－ｍｉｃｅｌ
ｌａｒ　ｅｆｆｅｃｔｓ　ａｎｄ　ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ．
　Ｓｐｅｃｔｒｏｃｈｉｍｉｃａ　Ａｃｔａ　Ｒｅｖｉｅｗｓ．　１９９０．　Ｖｏｌ．
　１３（１），　ｐｐ．　２７－４５．
【非特許文献４０】Ｋａｔａｏｋａ，　Ｋ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌ
ｙｍｅｒ　ｍｉｃｅｌｌｅｓ　ａｓ　ｖｅｈｉｃｌｅｓ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖ
ｅｒｙ．　Ｊ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｌｅａｓｅ．　１９９３．　Ｖｏｌ．　２４（１－
３），　ｐｐ．　１１９－３２．
【非特許文献４１】Ｍａｈｍｕｄ，　Ａ．，　ｅｔ　ａｌ．　Ｎｏｖｅｌ　ｓｅｌｆ－ａ
ｓｓｏｃｉａｔｉｎｇ　ｐｏｌｙ（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ）－ｂｌｏｃｋ－ｐｏ
ｌｙ　（Ｅ－ｃａｐｒｏｌａｃｔｏｎｅ）　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｗｉｔ
ｈ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｓｉｄｅ　ｇｒｏｕｐｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｐｏｌｙｅｓｔｅ
ｒ　ｂｌｏｃｋ　ｆｏｒ　ｄｒｕｇ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ．　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅ
ｓ．　２００６．　Ｖｏｌ．　３９，　ｐｐ．　９４１９－２８．
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